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暗所下でも光照射下と同一の
酸化反応を誘起する新規触媒
暗所下でのヒドラジンの酸化が可能

概要

弘前大学技術紹介
Agが助触媒として作用し、暗所下でもヒドラジンを酸化
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光触媒は光照射下で酸化還元反応を誘起する材料である。特
に、ダウンヒル反応（有害・汚染物質の酸化分解）に有効で、紫
外光応答性の酸化チタン（TiO2）が既に実⽤化されている。しか
し、TiO2光触媒技術は、太陽光スペクトルを踏まえると、対象が少
量・低濃度物質に限定されており、暗所下では光照射下と同様の
酸化分解処理は決して誘起されないという課題があった。
発明者は有機p-n接合体の光電極・光触媒として適⽤するため の
研究に取り組む中で、有機p-n接合体がチオールの酸化に対して,暗
所下でも触媒として作⽤(＝デュアルキャタリシス) することを⾒い出し
た［1］。さらに, 鋭意研究を進めた結果, 有機p-n接合体に助触
媒を担持することにより、デュアルキャタリシスの対象をギ酸、過酸化水
素、ヒドラジンに拡大することに成功した。
デュアルキャタリシスは、TiO2には備わっていない新しい触媒作⽤
である。有機p-n接合体および助触媒の選定により、環境浄化⽤
途の触媒として、適⽤範囲及び市場規模の拡大が期待される。
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実施例１ ITO / PTCBI / CoPc

+ Ag2O

48.4 8.04 94.8 14.3

比較例１ ITO / PTCBI / CoPc 46.0 0.0 78.5 4.21

光照射下及び暗所下のいずれにおいても、ヒドラジンの酸化に伴う窒素と
水素の発生が確認でき、暗所下よりも光照射下の方が大きい。
＝デュアルキャタリシス効果

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=K23-027

	スライド 1: 弘前大学技術紹介

